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 本研究は，序章と終章に加え，第 1 章から第 9 章で構成されている．このうちの序章は，本研究の背
景，問題意識，目的，方法と構成を，終章は，本研究の要約，結論，発見および貢献と今後の研究課題
について述べている．他方，第 1 章から第 9 章までの概要は，以下である． 
 ① 第 1 章 中国観光ガイドの定義，分類，発展過程およびその役割の変化 














 ③ 第 3 章 中国ネット報道の視点からみた中国観光ガイドの育成課題 
  本章は，中国人一般消費者が観光ガイドの育成課題をどのように捉えているかを把握するために，
























 ⑥ 第 6 章 雇用者としての旅行会社の視点からみた中国観光ガイドの育成課題 









 ⑦ 第 7 章 観光ガイド本人の視点からみた中国観光ガイドの育成課題 







 ⑧ 第 8 章 観光客が観光ガイドに抱くイメージ，評価と観光客の視点からみた観光ガイドの育成 
  課題 





































 ・中国国内で観光ガイドを対象にした研究が始動したのは 2010 年以降であり，研究歴が浅い分野で
ある．これに対して，本研究は，この新しい研究テーマに果敢に挑戦する意欲的な研究と認めること
ができる．さらに，従前の類似研究が自説の論拠を客観的なデータを用いて示すことがほとんどなか
ったのに反して，本研究は質問紙調査やインタビュー調査などに基づき実証的にそれを提示しており，
これは他の研究と異なる本研究の優れた特徴である． 
 加えて，既存研究が観光ガイドの育成課題を考察するとき，観光ガイド本人や，それを雇用する旅
行会社などだけの単一の視点を用いていたのに対して，本研究は観光ガイド本人に加え，政府観光関
連機関，大学などの教育機関，旅行会社，観光客や一般消費者を組み込んだ多角的な視点に基づき育
成課題を検討している．これは，考察手法として正しいだけでなく，同様の手法を有する既存研究が
皆無であることから，本研究の独自性として高く評価できる． 
 
・本研究は，例えば，ガイド教育に携わる教育機関に対して，観光ガイドとして適性ある学生を選抜
する必要性や観光ガイドの仕事に自信や誇りを育む教育の実施を提言する，また，旅行会社には，入
社試験に適性試験を加えること，社内教育を充実すること，給与制度にインセンティブメカニズムを
導入し，知識や技能を著しく向上した，または顧客から高い評価を受けたガイドを優遇することなど
を提言している． 
 これらの提言は，具体的で，かつ実効性が高いと思われ，中国観光ガイドの育成を再考するとき，
貴重な示唆を与えると思慮する．そのため，本研究は，中国の観光を担う組織や人びとに多様な貢献
を与え得る社会性ある研究と評価する． 
 
 以上，曹海燕氏の学位請求論文の研究目的と研究概要を概説し，その研究成果が学位論文として適切
と判断した理由を述べた．また，国際地域学研究科（国際観光学専攻）の博士学位審査基準に照らして
も妥当な研究内容であると認められる．従って，本審査委員会は，曹氏の博士学位請求論文について，
上述の論文審査結果に基づき，全員一致をもって本学博士学位を授与するに相応しいものと判断する． 
 
以上 
 
